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◆担当指導主事から（葛南教育事務所 指導主事 川口 斉之） 

 

 

 

地域名 葛南教育事務所 学校名 八千代市立村上東中学校 

授 業 改 善 プ ラ ン 

○本校生徒の課題は、数学Ａの「数と式」「関数」に見られる。 

「数と式」では数字を文字に置き換えて考える利点や良さの理解が不十分。また、 

文字を使って数量を式に表すことが苦手である。 

○日常の事象や既習の学習内容と関連付けられるように工夫する。 

〇毎時の授業の終末場面で、本日の学習を振り返る活動を継続的に行う。 

○文字式や計算法則の意味を日常や既習の計算と関連付ける。（第２学年） 
生徒は式の意味を基にしながら、数や文字の計算を正しく処理する力を高めることができる。 

〇式・表・グラフを既習と関連付け各表現の意味を理解できる。（第３学年） 
生徒は各表現の意味を基にしながら、式、表、グラフを関連付けて情報を読み取る力を高める。 

〇授業の終末場面で「まとめ」を書く時間を確保する。（第１学年） 
 生徒は理解を深めたり自らの学習を調整したりし、数学的な見方や考え方を高めることができる。 

○生徒が見通しをもち、既習の学習内容と関連付けたことによって、数や文字の計算を

正しく処理する力が付き、自力解決や比較検討の場面で主体的に学習へ取り組むよう

になった。 

○式・表・グラフを既習と関連付け、各表現の意味を理解できるようにしたことで、い

ろいろな視点での情報を読み取る力が身に付いた。 

〇授業の終末場面で「まとめ」を書く時間を確保したことで、数学的な考え方を取り入

れたまとめが書けるようになり、生徒に自分の言葉で表現する力が身に付いた。 

○日常にある数学的素材を取り上げることで、子供の学ぶ意欲を高め、主体的な学びへ

と導くことができた。また、日常と数学を結び付けるだけでなく、数学で学習したこ

とを関連付けながら理解を深める活動を充実させたことで、生徒が多角的な視点で物

事を考えられるようになった。 


